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笑
顔
満
開

笑
顔
満
開

ふくしまＤＣ開催中

４
月
下
旬
︑
町
内
の
各
地
で
桜
が
見
頃
を
迎
え
ま
し
た

き
れ
い
に
咲
く
花
は
︑
見
る
人
を
笑
顔
に
し
ま
す

そ
し
て
ま
た
︑
満
点
の
笑
み
も
周
り
の
人
を
笑
顔
に
し
ま
す
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今月の表紙
観音寺川の散歩に訪れ
た福地寿

と し

泉
み

さん、美
み

月
つ き

ちゃん親子。この日の
桜 は 八 分 咲 き ほ ど で
したが、「みーちゃん、
ほら見てー。きれいだ
ねー」「うわー、ほん
とだー」と花より一足
早く、満開の笑顔を咲
かせました。

【撮影日】　４月 24 日
【撮影場所】　観音寺川

【目次】

Pick Up
今月のイベント

町内をＳＬが
走り抜ける

磯谷  義雄   副館長

【Interview】

「自然を切り取ったような
　　  展示をご覧ください」

アクアマリン
いなわしろカワセミ水族館

「アクアマリン
いなわしろカワセミ水族館」

　いなわしろ淡水魚館が４月 25 日、「アクアマリンいな
わしろカワセミ水族館」としてリニューアルオープンし
ました。今後は、「アクアマリンふくしま」を手掛ける、
ふくしま海洋科学館が運営していくことになります。
　今月号では、館内の一部を紹介します。今回紹介する
他にも、新しい水族館には魅力がいっぱいです。皆さん
もぜひ足を運んでみてください。

緑の村
いなわしろ淡水魚館が装い新たに

として

　オープン
　オープン
　オープン
　オープン
　オープン
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▲おすすめの展示「おもしろ箱水族館」。約 20㌢四方の水槽にゲン
ゴロウ、ミズカマキリやサンショウウオなど、今ではあまり見られ
なくなった水生生物が約 40 種類展示されています

▲イトヨの展示。生物を観察す
るだけではなく、生息する環境
も見ることができるのが魅力

▲シジミ、メダカやカワエビな
どに触れることができる水槽は
子どもたちに大人気

新しい水族館の魅力・見どころは？

　新しくなった淡水魚館の展示方法は、以前とは全く異なり
ます。「アクアマリンふくしま」の手法で、自然界をそのま
ま切り取り、生物の住む環境も展示しています。そういった
ところもご覧いただき、自然と生物や人間と生物の関わりを
感じてもらえればと思います。
　ゲンゴロウやアメンボなどの水生昆虫を展示する「おもし
ろ箱水族館」もおすすめです。昔はどこにでもいたこれらの
昆虫は、今ではほとんど見られなくなってしまいました。見
たことがない子どもたちも多いと思うので、ぜひ見てほしい
ですね。
　今後は、季節に応じた企画展なども開催し、「あそこに行
けば何か面白いことがある」と感じてもらえるような、何度
来ても楽しめる水族館にしていきたいと思っています。夏休
み前には、「ヨーロッパカワウソ」も展示する予定です。
　町民の皆さんをはじめ、町内の各観光施設、観光関連団体
などと連携を図りながら、当館が町の観光振興の核となるよ
う運営していきたいと考えています。
　町民の皆さんにもぜひ一度おいでいただき、感動をたくさ
んの人に伝えてもらいたいと思います。口コミやインター
ネットなど、さまざまなツールで町内外の方に発信していた
だけると大変ありがたいです。

ふくしまＤＣ

　

県
と
県
内
全
市
町
村
、
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
６
社
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ふ

く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン︵
Ｄ
Ｃ
︶」
を
記
念
し
４

月
18
、
19
の
両
日
、
Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線

郡
山
｜
会
津
若
松
駅
間
で
「
Ｓ
Ｌ
福

が
満
開
ふ
く
し
ま
号
」
が
運
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
デ
ゴ
イ
チ
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
る
蒸
気
機
関
車
Ｄ
51
｜

４
９
８
号
機
が
、
両
駅
間
を
各
日
一

往
復
。
時
折
汽
笛
を
鳴
ら
し
、
煙
を

は
き
な
が
ら
、
町
内
を
力
強
く
駆
け

抜
け
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
に
、
上
り
線
は
Ｊ
Ｒ
猪

苗
代
駅
に
16
分
間
停
車
。
同
駅
の

ホ
ー
ム
で
は
、
い
な
わ
し
ろ
天
鏡
太

鼓
が
勇
壮
な
演
奏
を
披
露
し
、
乗
客

ら
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

野
口
英
世
記
念
館
、
猪
苗
代
観
光

協
会
、
町
の
職
員
ら
も
乗
客
に
記
念

品
な
ど
を
手
渡
し
た
ほ
か
、
町
の
ご

当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ひ
で
よ
く
ん
」

と
共
に
歓
迎
の
横
断
幕
を
掲
げ
る
な

ど
し
ま
し
た
。

　

雄
大
な
磐
梯
山
を
大
き
く
望
め
る

本
町
は
、
列
車
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
も
人
気
が
高
く
、
Ｓ
Ｌ
が
走
る

時
間
に
は
、
線
路
沿
い
の
あ
ち
こ
ち

に
多
く
の
鉄
道
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
お
気
に
入
り
の

場
所
で
カ
メ
ラ
を
構
え
、
列
車
が
通

過
す
る
と
夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
い
ま
し
た
。
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建設課長

猪
苗
代
保
育
所

保
育
士　

山
本
華か

菜な

（
23
）

千
里
幼
稚
園

教
諭　

中
川
光ひ

か
り彩

（
26
）

生涯学習課長
（兼図書歴史情報館長）

兼
か ね

田
た

  芳
よ し

宏
ひ ろ

　豊かな人生を築くため、心身の充実は大切です。生涯学習
事業の取り組みを通じて、人と地域を豊かにしていきます。

「学びいな」を中心に町民のニーズに応える講座の運営と共
に、各団体との連携を深めて学びいな祭りや音楽祭など官民
共働の事業を進め、「和みいな」では読書や学習を通じた町
の文化向上と歴史情報の発信基地として企画展を開催します。
スポーツでは猪苗代湖ハーフマラソン大会を町民一丸となっ
て成功させ、ふくしま駅伝での町の部連続優勝を目指します。

新任課長紹介とあいさつ

「文化からスポーツま
で、幅広く事業を展開
してまいります」

鈴木  善
よ し

弘
ひ ろ

　東日本大震災と併発した原発事故の風評被害により町内の
あらゆる産業が大きな打撃を受けている昨今、道の駅を復興
の起爆剤と位置付け、地域資源を活用した交流観光人口の増
加と地場産品や地域農産物の販売力強化を図り、地域の振興
と経済の活性化につなげます。町道などの道路や河川、町営
住宅、亀ヶ城公園などの都市公園については、既存施設の効
果的な維持管理に努め、安全・安心なまちづくりのため精励
恪勤スピード感を持って取り組みます。

「道の駅を整備し、地
域の振興と経済の活性
化を図ります」

４月１日付けの人事異動による新任課長２名、新採用職員８名を
紹介します。職員紹介

新採用職員紹介

小
平
潟　
　
　

遠　

藤　
　
　

優

松
橋
浜　
　
　

渡　

部　

加
代
子

︻
長
瀬
地
区
︼

幸　

野　
　
　

白　

川　

久　

雄

川　

桁　
　
　

大　

坂　

悌　

造

新
屋
敷　
　
　

石　

田　

伸
一
朗

曲　

淵　
　
　

鈴　

木　

守　

夫

東　

舘　
　
　

鈴　

木　

建　

司

白　

津　
　
　

渡　

邉　
　
　

弘

内　

野　
　
　

佐　

藤　

信　

行

明　

戸　
　
　

渡　

部　
　
　

健

下　

舘　
　
　

長　

島　
　
　

浩

志　

津　
　

○
福　

地　

覚　

雄

荻　

窪　
　
　

齋　

藤　

洋　

助

水　

沢　
　
　

渡　

部　
　
　

渉

伯
父
ケ
倉　
　

遠　

藤　

正　

行

道　

下　
　
　

瀧　

澤　

美　

幸

︻
吾
妻
地
区
︼　　

白
木
城　
　
　

遠　

藤　
　
　

博

小
水
沢　
　
　

鈴　

木　

浩　

行

樋
ノ
口　
　
　

田　

代　
　
　

剛

小　

田　
　
　

渡　

部　

長　

昭

名　

家　
　
　

遠　

藤　

博　

之

酸
川
野　
　
　

前　

後　

幸　

吉

田
茂
沢 

　
　

一
ノ
瀬　

幹　

男

木
地
小
屋　
　

波
多
野　

富
美
雄

大　

原　
　
　

菊　

地　

宗　

平

市　

沢　
　
　

遠　

藤　

勇　

次

達　

沢　
　
　

小　

椋　

孝　

喜

沼
尻
駅
前　
　

関　

口　

孝　

司

中
ノ
沢　
　

○
古　

川　

泰
一
郎

高　

森　
　
　

相　

原　

裕　

二

蒲
谷
地 

　
　

佐　

藤　

俊　

吉

金　

堀 

　
　

佐　

藤　

初　

江

沼
尻
温
泉　
　

渡　

部　

由
利
子

次
の
人
た
ち
が

　
　
　
　
　

区
長
で
す

　
　
︵
敬
称
略　

○
は
区
長
会
長
︶

︻
猪
苗
代
地
区
︼

四
ツ
谷　
　
　

長　

沼　

貴
一
郎

名
古
屋
町　
　

神　

田　
　
　

功

古
城
町　
　
　

長　

沼　

貢　

希

本　

町　
　
　

本　

田　
　
　

功

旭　

町　
　
　

佐　

藤　
　
　

學

新
町
イ　
　
　

塩　

谷　

慶　

一

新
町
ロ　
　

○
笹　

岡　

正　

人

上
新
町　
　
　

河　

内　

好　

德

九
軒
町　
　
　

本　

多　

勝　

男

半　

坂　
　
　

鈴　

木　
　
　

傳

中　

町　
　
　

佐　

瀬　

浩　

一

神
明
町　
　
　

赤　

埴　

良　

一

新
北
町　
　
　

鈴　

木　
　
　

明

新
堀
向　
　
　

磯　

川　

盛　

雄

今　

泉　
　
　

細　

矢　
　
　

訓

見　

祢　
　
　

五
十
嵐　

光　

信

沼
ノ
倉　
　
　

遠　

藤　

博　

文

渋　

谷　
　
　

渡　

部　

光　

憲

長　

坂　
　
　

後　

藤　

新　

一

土　

町　
　
　

浅　

川　

雅　

典

祢　

次　
　
　

小
檜
山　
　
　

孝

川　

上　
　
　

磯　

谷　
　
　

渉

見
祢
山　
　
　

安　

藤　

孝　

一

葉　

山　
　
　

神　

山　
　
　

弘

ス
キ
ー
場　
　

山　

口　

幸　

雄

桜
ケ
丘　
　
　

笠　

間　

熊　

市

千　

貫　
　
　

大　

堀　

久　

義

︻
翁
島
地
区
︼

三
城
潟　
　
　

野　

口　

英　

二

新
在
家　
　
　

吉　

田　

一　

夫

五
十
軒　
　
　

山　

本　

一　

彦

釜　

井　
　
　

二　

瓶　

勝　

広

烏
帽
子　
　
　

古　

川　
　
　

徹

東
南
真
行　
　

野　

口　

照　

子

西
真
行　
　
　

森　

田　
　
　

総

大
在
家　
　

○
藤　

原　

壽　

一

西
久
保　
　
　

渡　

部　

正　

人

行
津
桜
川　
　

星　
　
　

和　

人

翁
島
駅
前　
　

菅　

野　

憲
二
郎

土　

田　
　
　

渡　

部　

伸　

一

蟹
沢
・
長
浜　
　

渡　

部　

英　

一

戸
ノ
口
・
三
金　
　

鈴　

木　

武　

雄

不　

動　
　
　

吉　

﨑　

節　

夫

磐　

根　
　
　

土　

屋　

敏　

夫

砂　

川　
　
　

渡　

部　
　
　

功

天
鏡
台
温
泉　
　

吉　

村　
　
　

景

︻
千
里
地
区
︼

西　

舘　
　
　

石　

澤　

房　

昭

牛　

沼　
　
　

阿　

部　

孝　

一

入　

江　
　
　

戸　

田　

義　

已

相
名
目　
　
　

古　

川　
　
　

悟

蜂
屋
敷　
　
　

佐　

藤　
　
　

登

廻
谷
地　
　
　

鈴　

木　

孝　

二

扇　

田　
　
　

岩　

﨑　

健　

則

千
代
田　
　
　

本　

多　

道　

敏

打　

越　
　
　

小　

林　

義　

則

富　

永　
　
　

長　

沼　

正　

行

北
高
野　
　
　

小　

林　

昌　

人

八
千
代　
　
　

遠　

藤　

次　

雄

六　

角　
　
　

松　

本　

義　

雄

百
目
貫　
　

○
吉　

田　

輝　

夫

仁　

蔵　
　
　

吉　

田　

勝　

則

堤　

崎　
　
　

鈴　

木　

要　

次

島　

田　
　
　

渡　

部　

忠　

治

上
ノ
上　
　
　

羽　

田　
　
　

博

　︻
月
輪
地
区
︼

関　

脇　
　
　

鈴　

木　

清　

志

都　

沢　
　
　

齋　

藤　

甚　

一

壺　

下　
　

○
土　

屋　

勝　

昭

上　

戸　
　
　

大
川
原　

幸　

一

上
戸
駅
前　
　

大
川
原　

啓　

次

湊
志
田　
　
　

大
川
原　

利　

伸

山　

潟　
　
　

安　

部　

和　

美

田
子
沼　
　
　

安　

部　

辰　

雄

金　

曲　
　
　

渡　

部　

勝　

利

川　

崎　
　
　

山　

崎　

一　

男

夷　

田　
　
　

小　

池　

幸　

一

中　

目　
　
　

小
檜
山　

和　

芳

松　

橋　
　
　

國　

井　

英　

一

１
０
９
人
の
区
長
に
委
嘱
状
交
付

　

平
成
27
年
度
の
町
区
長
委
嘱
状
交
付
式
は
４
月
３
日
︑
町
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。　

　

委
嘱
状
の
交
付
に
先
立
ち
︑
長
年
区
長
を
務
め
ら
れ
︑
退
任
さ
れ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

交
付
式
で
は
前
後
公
町
長
が
各
地
区
の
区
長
に
委
嘱
状
を
手
渡
し
︑
町

政
進
展
の
た
め
︑
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

一日も早く皆さんの役
に立てるように、常に
向上心を持ち、精一杯
仕事に取り組んでいき
たいと思います。

初めてのことだらけで
すが、笑顔を忘れず子
どもたちと毎日楽しく
過ごしていきたいです。
よろしくお願いします。

これからたくさん仕事
を覚えて皆さんのお役
に立てる保健師になれ
るよう頑張ります。よ
ろしくお願いします。ろしくお願いします。

笑顔と元気をモットー
に、毎日楽しく子ども
たちと過ごしていきた
いと思います。よろし
くお願いします。くお願いします。

子どもたちが楽しく安
心して過ごせる環境づ
くりを心掛け、毎日笑
顔で丁寧な保育をして
いきたいです。
顔で丁寧な保育をして
いきたいです。

３月まで県内の児童養
護施設で働いておりま
した。これまでの経験
を生かして、全力で頑
張ります。

一日も早く仕事を覚え、
常に町民の皆さんの目
線に立って職務を全う
する職員になれるよう
頑張りたいです。

企
画
財
務
課

主
事
補　

鈴
木
敬け

い

士し

（
19
）

猪
苗
代
幼
稚
園

教
諭　

伊
藤
紗さ

穂ほ

（
23
）

商
工
観
光
課

主
事
補　

鈴
木
武た

け

秀ひ
で

（
24
）

さ
く
ら
こ
ど
も
園

保
育
教
諭   

渡
部
麻ま

衣い

（
21
）

保
健
福
祉
課

保
健
師　

金
子
奈な

央お

（
22
）

保
健
福
祉
課

保
健
師　

柴し
ば

﨑ざ
き

泰や
す

宏ひ
ろ

（
25
）

早く仕事を覚えて、住
民の皆さんの健康保
持・増進に向けて全力
で保健業務を行ってい
きたいと思います。

保
健
師

柴
﨑
泰
宏
（
25
）

きたいと思います。

感
謝
状
贈
呈
者︵
敬
称
略
︶

新
堀
向　

野
澤
弘
一
郎
︵
在
職
４
年
︶

牛　

沼　

佐
藤　
　

一
︵
在
職
４
年
︶

蜂
屋
敷　

佐
藤　

清
夫
︵
在
職
４
年
︶

田
子
沼　

渡
部　

榮
一
︵
在
職
24
年
︶

松
橋
浜　

齋
藤　

一
夫
︵
在
職
22
年
︶

志　

津　

福
地
喜
代
雄
︵
在
職
５
年
︶

大　

原　

小
檜
山
政
恒
︵
在
職
６
年
︶

沼
尻
温
泉　

小
椋　

文
次
︵
在
職
６
年
︶

感謝状を受ける渡部榮一さん（左）

保
育
士

山
本
華
菜
（
23
）

よろしくお願いします。

する職員になれるよう
頑張りたいです。

主
事
補

鈴
木
敬け

い

士
（
19
）

たいと思います。

商
工
観
光
課

千
里
幼
稚
園ひ

か
り

を生かして、全力で頑
張ります。
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■平成 26 年度下半期財政状況

町のお金は　このように使われました

基
金
の
状
況

　
（
平
成
26
年
度
末
見
込
額
）

▼
財
政
調
整
基
金

６
億
５
２
０
２
万
円

▼
減
債
基
金

１
億
７
１
６
万
６
千
円

▼
温
泉
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金

２
３
５
万
４
千
円

▼
公
共
下
水
道
整
備
基
金

１
３
９
万
円

▼
ふ
る
さ
と
創
生
基
金

２
２
８
６
万
５
千
円

▼
リ
ゾ
ー
ト
開
発
環
境
整
備
基
金

８
２
４
万
４
千
円

▼
ふ
る
さ
と
水
と
土
保
全
基
金

１
０
６
７
万
８
千
円

▼
地
域
福
祉
基
金

２
億
２
２
６
万
７
千
円

▼
猪
苗
代
町
そ
ば
大
豆
等
刈
取
機

械
整
備
基
金

４
５
６
万
３
千
円

▼
震
災
復
興
基
金

９
４
５
２
万
２
千
円

▼
小
野
弥
太
郎
記
念
育
英
基
金

１
９
９
２
万
５
千
円

▼
中
津
川
渓
谷
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
基

金75
万
１
千
円

▼
森
林
環
境
整
備
基
金

２
１
４
万
６
千
円

◎
基
金
を
運
用
し
な
が
ら
事
業
を

実
施
す
る
も
の

▼
土
地
開
発
基
金

１
億
９
７
７
４
万
９
千
円

用
語
を
チ
ェ
ッ
ク

※
予
算
額
の
大
き
い
歳
出
科
目
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す

民
生
費  

老
人
福
祉
や
児
童
福
祉
、

障
害
者
福
祉
、
保
育
所
の
運
営
な

ど
に
使
う
お
金

総
務
費  

交
通
安
全
対
策
、
振
興

計
画
策
定
、
町
庁
舎
の
管
理
な
ど

に
使
う
お
金

土
木
費  

町
道
の
舗
装
補
修
、
防

雪
柵
の
設
置
、
道
路
の
新
設
改
良
、

都
市
計
画
街
路
、
町
営
住
宅
建
設

な
ど
に
使
う
お
金

公
債
費  

町
が
学
校
を
建
て
た
り
、

道
路
を
造
っ
た
り
す
る
と
き
に
借

り
た
お
金
を
返
す
た
め
の
も
の

︵
借
り
た
お
金
は
毎
年
計
画
的
に

返
済
し
て
い
ま
す
︶

教
育
費  

小
中
学
校
や
幼
稚
園
の

教
育
環
境
の
整
備
、
生
涯
学
習
、

文
化
財
保
護
な
ど
に
使
う
お
金

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

財
務
係

☎（
62
）２
１
１
２

　

平
成
27
年
３
月
末
ま
で
に
使
っ
た
︑町
の
お
金
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
︑
地
方
自
治
法
と
町
条
例
に
基
づ
き
︑
毎
年
５
月
と
11
月
の
２
回
︑
町

の
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

一
般
会
計
は
下
半
期
中
︑
６
回
の
補
正
を
し
︑
歳
入
歳
出
の
予
算
現
在
額
は

86
億
５
６
８
８
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
末
ま
で
の
予
算
現
在
額
に
対

す
る
収
入
割
合
は
81
・
５
％
︑
支
出
割
合
は
90
・
71
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
な
ど
10
の
特
別
会
計
は
︑
下
半
期
中
︑
合
計
で
２
７
５
８
万
９
千

円
の
補
正
を
し
︑
予
算
現
在
額
は
43
億
２
６
３
１
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
末
ま
で
の
予
算
現
在
額
に
対
す
る
収
入
割
合
は
79
・
29
％
︑
支
出
割
合
は

96
・
81
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会　計　区　分 予算現在額 収　入　済　額 支　出　済　額
猪苗代地区財産区 1,531 万 1 千円 1,484 万 3 千円 1,332 万 4 千円
翁島地区財産区 415 万円 415 万 2 千円 148 万 1 千円
長瀬地区財産区 1,660 万 5 千円 1,611 万 1 千円 1,360 万 8 千円
吾妻地区財産区 2,075 万 6 千円 2,065 万 5 千円 2,006 万 9 千円
国民健康保険 17 億 6,892 万 4 千円 16 億 5,451 万 3 千円 16 億 8,946 万 8 千円
公共下水道事業 5 億 2,982 万 7 千円 1 億 9,935 万 3 千円 5 億 1,721 万 1 千円
特定環境保全水道事業 1 億 5,173 万 1 千円 5,075 万 2 千円 1 億 4,384 万 5 千円
農業集落排水事業 1 億 4,421 万 2 千円 4,057 万 3 千円 1 億 4,112 万円
介護保険 15 億 446 万 3 千円 12 億 6,494 万 4 千円 14 億 8,321 万 8 千円
後期高齢者医療 1 億 7,033 万 3 千円 1 億 6,424 万 5 千円 1 億 6,501 万 9 千円

計 43 億 2,631 万 2 千円 34 億 3,014 万 1 千円 41 億 8,836 万 3 千円

一　　　般　　　会　　　計
総 務 2 億 526 万 9 千円
民 生 1 億 1,242 万 3 千円
農 林 水 産 2 億 5,184 万 2 千円
商 工 1,428 万 7 千円
土 木 20 億 3,429 万 6 千円
公 営 住 宅 7 億 2,050 万 7 千円
消 防 2,796 万 3 千円
教 育 18 億 5,243 万 9 千円
臨時財政対策債など 36 億 3,302 万 5 千円

特　　　別　　　会　　　計
下水道事業 33 億 6,289 万 3 千円
特定環境保全下水道事業 9 億 3,278 万 6 千円
農業集落排水事業 15 億 3,771 万 1 千円

地方消費税交付金　1 億 6,855 万 8 千円
地 方 譲 与 税             7,976 万 8 千円
利 子 割 交 付 金    　                279 万円
配 当 割 交 付 金                776 万 5 千円
株式等譲渡所得割交付金　　            407 万 9 千円
ゴルフ場利用税交付金           2,097 万 1 千円
自動車取得税交付金            1,076 万 8 千円
地方特例交付金　　         289 万 7 千円
交通安全対策特別交付金　　       226 万 2 千円
分担金および負担金　    　 3,939 万 5 千円 
寄　　付　　金             1,371 万 6 千円
繰　　入　　金    6 億 1,173 万 4 千円 
　

6 億 5,655 万円　　 
5 億 5,123 万円

6 億 8,669 万 2 千円
4 億 1,795 万 1 千円

7 億 9,950 万円
  0 円

9 億 6,470 万 3 千円
4 億 8,186 万 5 千円

2 億 3,073 万 7 千円
2 億 3,927 万 8 千円

一  般  会  計
歳入歳出

町債現在高 （平成 27 年 3 月 31 日現在の平成 26 年度末現在見込額）

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 3 億 7,673 万 9 千円 5 億 1,169 万 9 千円 △ 1 億 3,496 万円
資　本　的 5,584 万 8 千円 1 億 1,335 万 7 千円 △ 5,750 万 9 千円

※収益的収支の不足額 1 億 3,496 万円は剰余金で処分し、資本的収支の不足
額 5,750 万 9 千円は内部留保資金から補てんしました。

水道事業会計予算収支状況 （消費税込）

特別会計予算執行状況 （公営企業会計を除く）

◎一般会計合計　 88 億 5,205 万 1 千円

◎特別会計合計　 58 億 3,339 万円

●町債現在高合計
146 億 8,544 万 1 千円

予算現在額

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 8,679 万 5 千円 8,975 万 5 千円 △ 296 万円
資　本　的 536 万円 5,593 万 9 千円 △ 5,057 万 9 千円

※収益的・資本的収支の不足額 5,353 万 9 千円については、基金などから補
てんしました。

病院事業会計予算収支状況 （消費税込）

13 億 9,777 万 3 千円
   9 億 6,928 万 8 千円

10 億 3,229 万 3 千円
   9 億 3,431 万 5 千円

9 億 3,170 万 2 千円
9 億 2,793 万 8 千円

  14 億 5,001 万 4 千円
  11 億 4,908 万 2 千円

4 億 4,297 万 5 千円
4 億 3,471 万 3 千円

4 億 3,596 万 2 千円
4 億 1,759 万 1 千円

3 億 5,267 万円
3 億 4,505 万 3 千円

5 億 7,486 万 2 千円
4 億 8,996 万 2 千円

1 億 2,924 万 8 千円
1 億 910 万 5 千円 

議    会    費　 1 億 1,054 万 5 千円
災害復旧費                113 万 2 千円     
予　備　費             1,757 万 1 千円

予算現在額

　公営企業会計

町民税
法人分
6,305 円

町たばこ税
8,701 円 軽自動車税

2,344 円

入湯税
2,429 円

みなさんが
納めた税金

予算総額は　　　　86 億 5,688 万 1 千円

予算現在額　19 億 938 万 2 千円
支 出 済 額　  9 億 565 万 8 千円

予算現在額　30 億 8,178 万 8 千円   
収 入 済 額　30 億 8,178 万 8 千円

   税負担額
 （町民１人あたり）

 11 万 7,056 円

純固定
資産税
6 万 7,668 円

固定資産等所在
市町村交付金
　　540 円

町民税
個人分
2 万 9,069 円

2 億 5,978 万 9 千円
2 億 5,978 万 9 千円

1 億 1,471 万 9 千円
1 億 2,253 万 1 千円

2,143 万 3 千円
2,215 万 4 千円

18 億 4,097 万円
18 億 8,345 万 2 千円
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霜の被害から農作物を守る

　農作物を霜の被害から守るため、関係機関と連携し対策技術の
指導や関連情報の提供などをする町防霜対策本部は 4 月 15 日、
町役場農林課に設置されました。役場正面玄関で行われた看板の
掲額式では、前後公町長が「１年間の農作業が安全に行われ、無
事、実り多い秋を迎えられるよう祈ります」とあいさつ。古川俊
裕ＪＡあいづ猪苗代地区統括支店長と共に看板を掲げました。対
策本部の設置期間は 5 月末までの約１月半です。

町農林課内に防霜対策本部を設置

看板を設置する前後町長と古川統括支店長（右）

優秀な自衛官確保のために

　町と自衛隊福島地方協力本部による自衛官募集相談員の委嘱状
交付式は４月 15 日、町役場で行われました。式では前後公町長
と自衛隊福島地方協力本部の杉高弘副本部長が３人の相談員に委
嘱状を手渡し、自衛官志願者に関する情報提供や自衛官募集の広
報に対する支援をお願いしました。委嘱を受けた皆さんは次のと
おりです。（かっこ内は行政区）
　長沼則男さん（四ツ谷）、小林隆一さん（祢次）、渡部昭さん（金曲）

雨が降る中、熱心に清掃活動に取り組むメンバーたち

自衛官募集相談員に委嘱状を交付

桜まつり前に公園をきれいに

　本町５区青年部の有志でつくる「除夜の鐘つき実行委員会」は
４月 11 日、亀ケ城公園の清掃活動を実施しました。除夜の鐘つ
きの際に出た炭の燃えかすなどのごみを拾おうと、雪解けを待っ
て実施したものです。当日は、同会のメンバー 12 人が参加。渡
部大介実行委員長は「５月にはさくら祭りが開かれるので、訪れ
た皆さんに気持ちよく過ごしてもらうため、少しでもきれいにし
たい」とメンバーたちと共に熱心にごみを拾い集めていました。

右から前後町長、渡部さん、小林さん、長沼さん、杉副本部長

除夜の鐘つき実行委員会が清掃活動

納税への長年の協力に感謝

前後町長から感謝状を受ける大堀さん（左）

退任納税貯蓄組合長に感謝状贈呈

　町納税貯蓄組合永年在職（退職）者に対する表彰式は４月 15 日、
町役場で行われました。表彰は、町納税貯蓄組合長大会の席上で
行われ、長年にわたり組合長を務めた皆さんに、前後公町長から
感謝状とお礼の言葉が贈られました。感謝状を受けた皆さんは次
のとおりです。（敬称略。かっこ内は行政区）
　大堀和雄（酸川野）、棚木義雄（西舘）、佐藤正昭（伯父ケ倉）、鈴木
清孝（西舘）、佐藤和広（壺下）、神昭三郎（白津）、遠藤光幸（水沢）

地域を守る消防団員に辞令

　町消防団の辞令交付式は４月５日、町役場で行われ、192 人
の団員に辞令が交付されました。五十嵐正義団長は「町民の生命
と財産を守るという崇高な使命を全うできるよう、有事に備えて
日々鍛錬してほしい」とあいさつし、各分団の代表者に辞令を手
渡しました。新入団員 48 人を代表し、土屋嘉益さん（第４分団）
が「良心に従って消防の義務を遂行します」と宣誓、五十嵐団長
から消防団の法

は っ

被
ぴ

を受け取りました。

町消防団辞令交付式

五十嵐団長から法被を受け取る土屋さん（右）

児童の食農教育に役立てて

　ＪＡあいづは４月 20 日、町内６小学校の５年生 107 人に食
農教育補助教材「農業とわたしたちのくらし」を贈呈しました。
贈呈式は同日、町役場で行われ、岩橋直芳ＪＡあいづ代表理事専
務が「地元で作られた作物を好きになってほしい」とあいさつし、
児童代表の早川幸希さん（猪苗代小５年）と熊田あかねさん（同）
に教材を手渡しました。贈呈式には、同校の菊地康則校長と土屋
重憲教育長が同席しました。

保護者と横断歩道を渡るさくらこども園の園児たち

ＪＡあいづが町内の小学５年生に教材贈呈

親子らが交通安全について学ぶ

　新年度を迎え、町内の各幼稚園・こども園では保護者参観日に
合わせて、猪苗代警察署などによる交通安全教室が開かれました。
このうち、さくらこども園の交通安全教室は４月 24 日、同園で
開かれ、３～５歳児の園児と保護者が交通安全への理解を深めま
した。教室では、署員から説明を受けた後、園児と保護者らが園
周辺の道路に移動。署員と町交通指導員の指導を受けながら横断
歩道を渡るなどし、道路の安全な歩き方について学びました。

式に出席した（右から）岩橋専務、熊田さん、早川さんら

町内各幼稚園・こども園で交通安全教室

子どもたちの死亡率下げるため

前後町長から激励金を受ける阿部さん（左）

阿部文子さんが青年海外協力隊員としてネパールへ

　70 日間の訓練を経て、このほど青年海外協力隊員としてネパー
ルへと派遣された阿部文子さん（神明町）は３月 20 日、町役場を
訪れ、前後公町長に出発を報告しました。前後町長は「健康に留
意して頑張ってください」と阿部さんに激励金を手渡しました。
同国における阿部さんの役割は５歳未満児の死亡率を下げること
で、派遣期間は２年間です。阿部さんは「栄養士として働いた経
験を生かし、少しでも役に立ちたい」と話しました。

まちのわだい
TOWN  TOPICS



広報 猪苗代  2015-5    1011    2015-5  広報 猪苗代

希望を胸に
入園・入学

スクールトピックス

　町内４幼稚園とさくらこども園の入園式は４月８日に行われ、
新入園児たちが楽しい園生活をスタートさせました。子ども子
育て支援新制度がことしから始まり、町内の各幼稚園では３年
保育がスタート。年少児と年中児が同時に入園しました。
　吾妻幼稚園の入園式では、新入園児９人が先生に手を引かれ、
一列になって会場に入場。年長児らが大きな拍手で新しい仲間
を歓迎しました。先生から自分の名前が呼ばれると、新入園児
たちは「はーい」と元気に返事をしていました。

町内の小・中・高校や幼稚園・こども園では、４月６日と８日に入学
式・入園式が行われ、新入生たちが希望に胸を膨らませて学校生活を
スタートさせました。

名前を呼ばれ、元気に返事をする新入園児（吾妻幼稚園）

緊張した面持ちで式に臨む生徒たち（猪苗代高校）

在校生に拍手で迎えられる１年生（猪苗代小学校）

在校生や保護者の拍手の中、入場する新入生（東中学校）

ことしから３年保育がスタート

中学校生活への期待を胸に
　町内３中学校の入学式は４月６日に行われ、新１年生 139
人が期待に胸を膨らませ入学式に臨みました。
　東中学校には 29 人が入学。大きめの制服に身を包んだ新入
生たちが体育館に入場すると、在校生や保護者らが拍手で迎え
ました。式では、生徒一人一人の名前が呼ばれた後、渡部博之
校長が式辞。新入生を代表し、佐藤駿

しゅん

丞
す け

さんが「先輩方が築
いてきた伝統を学び、さらに発展させられるよう努力していき
ます」と誓いのことばを述べました。

伝統を受け継ぐ 44 人が入学
　猪苗代高校の入学式は４月８日に行われ、普通科 33 人、国
際観光科 11 人の合わせて 44 人が、期待を胸に新たな学びや
の門をくぐりました。
　式では、新入生一人一人の名前が呼ばれた後、二瓶晃一校長
が全員の入学を許可し「主体的に学び、互いを尊敬しながら新
たな伝統を作っていってほしい」と式辞。新入生を代表し、普
通科の本田蒼

あ お

衣
い

さんが「責任と自覚を持ち、それぞれの目標に
向かって努力していきます」と誓いのことばを述べました。

希望に満ちた新生活がスタート
　町内６小学校の入学式は４月６日に行われ、新１年生 114
人が希望に満ちた小学校生活をスタートさせました。
　38 人が入学した猪苗代小学校では、新入生が入場すると在
校生らは大きな拍手で歓迎。児童一人一人の名前が呼ばれた後、
菊地康則校長が新入生代表の長谷川瑞

み ず

祈
き

さんに教科書を手渡し
ました。菊地校長は「上級生の話をよく聞いて、元気に明るく
過ごしてください」と式辞。在校生を代表して６年生の鈴木七

な な

海
み

さんが歓迎のことばを述べました。

　

伝
い
歩
き
が
上
手
に
な
り
、

最
近
は
、
お
す
わ
り
の
状
態

か
ら
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た

日
南
子
ち
ゃ
ん
。
歯
は
上
下

２
本
ず
つ
生
え
て
き
ま
し
た
。

　

５
つ
年
上
の
お
姉
ち
ゃ
ん
、

な
な
子
ち
ゃ
ん
と
は
大
の
仲

良
し
。
２
人
で
か
く
れ
ん
ぼ

や
「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
」

を
す
る
の
が
日
南
子
ち
ゃ
ん

の
お
気
に
入
り
で
す
。

　
「
ぐ
ず
っ
て
い
て
も
、
な

な
子
が
幼
稚
園
か
ら
帰
っ
て

き
た
と
た
ん
に
機
嫌
が
直
る

ん
で
す
。
な
な
子
も
日
南
子

の
こ
と
が
と
て
も
か
わ
い
い

よ
う
で
、
よ
く
か
じ
り
つ
い

て
い
ま
す
」
と
マ
マ
の
智
美

さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

パ
パ
と
の
お
風
呂
も
大
好

き
な
時
間
。「
２
人
で
取
り

合
い
を
す
る
ほ
ど
パ
パ
が
大

好
き
な
ん
で
す
」
と
智
美
さ

ん
。「
で
も
、
寝
る
時
は
マ

マ
じ
ゃ
な
い
と
だ
め
な
ん
で

す
よ
」
と
パ
パ
の
大
三
さ
ん

は
子
ど
も
た
ち
を
優
し
く
見

つ
め
ま
し
た
。

※
「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

「みんなの心を明るく照らす、お日さまのような子
になってほしい」とパパとママは願っています。

平成 26 年６月生まれ
～芦原　
大
だ い

三
ぞ う

さん・智
と も

美
み

さん夫婦の次女

阿部　日
ひ

南
な

子
こ

　ちゃん

大好きなパパ、ママ、お姉ちゃんと一緒に「ハイ、チーズ」

笑顔でこんにちは

猪
苗
代
湖
の
清
掃
活
動
が
本
格
始
動

鬼多見和佳さん（右）
　　　明奈さん（左）

　

春
を
迎
え
、
こ
と
し
も
猪
苗
代

湖
の
水
質
保
全
活
動
が
本
格
的
に

始
ま
り
ま
し
た
。

　

町
、
県
と
県
産
業
廃
棄
物
協
会

に
よ
る
「
猪
苗
代
湖
ク
リ
ー
ン
ア

ク
シ
ョ
ン
２
０
１
５
」
は
４
月
18

日
、
天
神
浜
な
ど
で
行
わ
れ
、
町

内
外
か
ら
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
約
３
４
０
人
が
清
掃
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

天
神
浜
の
駐
車
場
で
開
会
式
を

行
っ
た
後
、
参
加
者
は
４
班
に
分

か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
天
神
浜
、
松
橋

浜
、
青
浜
、
小
黒
川
河
口
付
近
に

移
動
。
延
べ
約
３
㌔
に
わ
た
っ
て

湖
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ご
み
を

丁
寧
に
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　

環
境
省
の
全
国
湖
沼
水
質
ラ
ン

キ
ン
グ
で
平
成
14
年
か
ら
４
年
連

続
日
本
一
に
輝
い
た
猪
苗
代
湖
。

平
成
21
年
か
ら
は
大
腸
菌
群
が
環

境
基
準
を
超
過
し
、
ラ
ン
ク
外
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

猪
苗
代
湖
の
水
質
日
本
一
復
活

に
向
け
た
取
り
組
み
は
年
々
広
が

り
を
見
せ
、
現
在
で
は
町
や
県
な

ど
の
行
政
、
環
境
保
全
団
体
の
他
、

学
校
、
企
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
が
清
掃
活
動
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

湖岸のごみを拾い集める参加者（天神浜）

「湖がもっときれいに
なってほしい」と思っ
て、一生懸命ごみを拾
いました。浜がきれい
になってうれしいです。
ビニールなどのごみが
たくさんありました。
湖が汚くなるので、ご
みを捨てないでほしい
です。

【VOICE】
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納
期
限
は
６
月
１
日（
月
）

自
動
車
税
な
ど
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の
増
進
お
よ
び

教
育
な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る

大
切
な
税
金
で
す
。
定
め
ら
れ
た
納

期
限︵
６
月
１
日
︶ま
で
に
忘
れ
ず

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
自
動
車
税
に

つ
い
て
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
も
納
付
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

の
領
収
証
書
に
は
、
継
続
検
査︵
車

検
︶用
の
納
税
証
明
書
が
付
い
て
い

ま
す
。
車
検
の
と
き
に
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
車
検
証
と
一
緒
に
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

帳
・
療
育
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
ま
た

は
軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
も
の
は
、
申
請
に
よ
り
税
額

が
減
免
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
自
動
車
税　

会
津
地
方
振
興
局　

県
税
部

☎︵
29
︶５
２
６
１
・
５
２
６
４

・
軽
自
動
車
税　

税
務
課　

賦
課
係

☎︵
62
︶２
１
１
３

さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い︵
郵
送
や
フ
ァ
ク
ス
で
も

受
け
付
け
ま
す
︶。

▼
回
答
方
法　

広
報
猪
苗
代
で
回
答

▼
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎︵
62
︶２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ︵
62
︶５
１
７
５

土
地
改
良
区
推
薦
の
農
業

委
員
が
変
わ
り
ま
し
た

　

町
で
は
、
穴
澤
進
農
業
委
員︵
土

田
︶の
退
任
に
伴
い
、
戸
田
義
已
さ

ん︵
入
江
︶を
新
委
員
に
選
任
、
４

月
９
日
に
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

両
氏
は
町
土
地
改
良
区
の
推
薦
に

よ
る
委
員
で
、
戸
田
委
員
の
任
期
は
、

穴
澤
前
委
員
の
残
任
期
間
で
あ
る
平

成
29
年
７
月
19
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ご
意
見
箱
に

寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
と
回
答

●
道
の
駅
に
猪
苗
代
な
ら
で
は
の
特

徴
を
出
す
こ
と
が
必
要

︻
ご
意
見
︼

　
最
近
で
き
た
湯
川
村
の
道
の
駅
は
、

食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
に
工
夫
が
み
ら
れ

て
評
判
が
良
い
よ
う
で
す
。

　
猪
苗
代
に
で
き
る
道
の
駅
で
は
、

猪
苗
代
な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
す
る
予
定
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、「
猪
苗
代
の
お
み
や
げ
は
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
心
配
な
の
は
、
猪
苗
代
の
道
の
駅

は
つ
ま
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
で

す
。「
農
業
と
観
光
の
町
」
猪
苗
代

な
ら
で
は
の
持
ち
味
、
特
徴
を
出
す

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

︻
回
答
︼

　

町
で
は
米︵
い
な
わ
し
ろ
天
の
つ

ぶ
︶や
そ
ば︵
い
な
わ
し
ろ
天
の
香か

お
り

︶

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
町
の
農
産

物
を
食
材
と
し
た
料
理
の
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
猪
苗

代
な
ら
で
は
の
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
を

発
掘
し
、
商
品
化
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
の
で
、
猪
苗
代
町
内
で

も
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

　
以
前
の
よ
う
な
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
案
内
し
ま
す
」
で
は
な
い
具
体
的

な
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

︻
回
答
︼

　

国
道
１
１
５
号
と
猪
苗
代
磐
梯
高

原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
の
交
差
点

周
辺
は
、
福
島
県
景
観
条
例
に
基
づ

く
磐
梯
山
・
猪
苗
代
湖
周
辺
地
域
景

観
形
成
重
点
地
域
の
エ
リ
ア
内
で
、

厳
し
い
規
制
に
よ
り
必
要
最
小
限
の

案
内
表
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
現
在
、
当
該
交
差
点
付

近
に
道
の
駅
の
整
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

道
の
駅
で
は
、
会
津
地
方
の
玄
関

口
と
し
て
、
広
域
的
か
つ
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
き
め
細
や
か
な

観
光
情
報
を
、
観
光
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ︵
案
内
人
︶の
配
置
に
よ
り
、
人

と
人
と
の
心
の
こ
も
っ
た
「
お
も
て

な
し
」
で
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
道
の
駅
が
オ
ー
プ
ン

す
る
ま
で
の
間
、
お
待
ち
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

㉄
建
設
課　

都
市
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
８

●
町
を
元
気
づ
け
る
た
め
︑
町
に
ち

な
ん
だ
歌
を
も
っ
と
活
用
す
べ
き

︻
ご
意
見
︼

　
本
町
に
は
、
野
口
英
世
の
歌（
２

曲
）、「
猪
苗
代
音
頭（
都
は
る
み
）」

「
猪
苗
代
エ
レ
ジ
ー（
松
山
恵
子
）」

　

町
内
に
は
数
々
の
特
産
品
が
あ
り

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご

意
見
、
ご
要
望
を
頂
き
な
が
ら
物
産

で
取
り
扱
う
商
品
を
検
討
し
、
誰
か

ら
も
快
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る
充
実

し
た
施
設
と
な
る
よ
う
、
開
業
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

㉄
建
設
課　

都
市
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
８

●
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
降
り
た
所

に
案
内
表
示
を
設
置
し
て
ほ
し
い

︻
ご
意
見
︼

　
「
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
降
り
た
所
に
、
行
き
先
の
表
示

が
全
く
な
い
の
で
困
る
」
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
信
号
の
所
に
主
な
行
き

先
を
表
示
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
他
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
は
、

左
右
の
矢
印
と
行
き
先
が
表
示
さ
れ

て
い
て
、
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

　
会
津
若
松
市
内
の
信
号
の
所
に
は
、

「
御
薬
園
」「
鶴
ヶ
城
」
な
ど
の
表
示

な
ど
、
町
に
ち
な
ん
だ
素
晴
ら
し
い

歌
が
あ
る
。

　
若
い
人
は
知
ら
な
い
人
も
多
い
と

思
う
が
、
こ
れ
ら
の
歌
が
は
や
っ
て

い
た
頃
は
、
町
に
活
気
が
あ
っ
た
。

　「
猪
苗
代
音
頭
」
は
今
で
も
運
動

会
な
ど
で
盆
踊
り
の
曲
に
使
わ
れ
る

な
ど
し
て
い
る
が
、
日
頃
は
あ
ま
り

歌
わ
れ
て
い
な
い
。

　
各
種
の
会
合
で
歌
っ
た
り
、
町
外

の
人
に
猪
苗
代
を
宣
伝
し
た
り
す
る

手
段
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
歌
を
ま
と

め
て
Ｃ
Ｄ
化
し
、
町
内
の
各
家
庭
に

無
償
で
配
布
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
道
の
駅
で
は
終
日
曲
を
流
す
。
Ｊ

Ｒ
の
各
駅
や
町
内
、
ま
た
、
磐
梯
ま

つ
り
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
の
行
事
、

東
京
に
在
住
し
て
い
る
本
町
出
身
者

の
会
「
東
京
猪
苗
代
町
民
会
」
の
総

会
や
都
内
で
の
物
産
展
な
ど
で
流
し

て
町
の
宣
伝
を
し
、
ま
た
、
元
気
づ

け
の
手
段
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

︻
回
答
︼

　

本
町
に
ち
な
ん
だ
歌
で
す
が
、
そ

の
多
く
が
昭
和
の
時
代
に
作
ら
れ
、

今
日
で
も
多
く
の
方
に
慕
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
沼
尻
軽
便
鉄
道
が
モ
デ
ル

と
な
っ
た
「
高
原
列
車
は
行
く
」
は

本
庁
の
電
話
の
保
留
音
と
し
て
流
し
、

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
て

お
り
ま
す
。
本
町
に
ち
な
ん
だ
こ
れ

ら
の
歌
を
、
磐
梯
ま
つ
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
や
今
後
整
備
さ
れ
る
道
の
駅

な
ど
で
流
し
、
本
町
の
知
名
度
を
高

め
な
が
ら
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｄ
化
し
町
民
の
皆
さ
ん
へ
配
布

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
な

ど
の
問
題
に
伴
い
多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
る
た
め
、
現
時
点
で
は
困
難

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

㉄
商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

☎（
62
）２
１
１
７

●
和
み
い
な
に
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

本
を
置
い
て
ほ
し
い

︻
ご
意
見
︼

　
和
み
い
な
に
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

本
を
置
い
て
ほ
し
い
で
す（
特
に
角

川
文
庫
の
小
説
）。

︻
回
答
︼

　

３
月
末
現
在
、
図
書
館
の
蔵
書
は

２
万
９
４
７
２
点
で
、
そ
の
内
訳
は
、

一
般
書
籍
が
１
万
９
８
７
７
冊
、
児

童
書
籍
が
８
８
８
３
冊
、
Ａ
Ｖ
資
料

が
７
１
２
点
で
す
。

　

資
料
は
、
購
入
と
寄
贈
に
よ
り
蔵

書
と
し
て
い
ま
す
。
購
入
の
場
合
は

利
用
者
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
る
方

法
と
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
や
町
内
学
校
司
書
補
の
方
々
か

ら
の
ご
意
見
、
国
内
の
動
向
な
ど
を

参
考
に
各
ジ
ャ
ン
ル
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
選
書
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
角
川
文
庫
の

小
説
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
館
の
蔵

書
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

㉄
生
涯
学
習
課　

図
書
歴
史
情
報
館

係　

☎（
23
）７
８
５
５

●
和
み
い
な
に
パ
ソ
コ
ン
が
あ
る
と

来
館
者
が
増
え
る
と
思
う

︻
ご
意
見
︼

　
和
み
い
な
に
パ
ソ
コ
ン
の
設
備
が

あ
る
と
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
が

来
る
と
思
い
ま
す
。

︻
回
答
︼

　

パ
ソ
コ
ン
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て

は
、
２
０
１
５
年
２
月
号
の
広
報
で

も
回
答
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

町
民
の
方
々
が
安
全
に
安
心
し
て
使

う
に
は
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
決
め
を

す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
の
か
を
考
慮
し
、
本
年
度
の
設
置

に
つ
き
ま
し
て
現
在
検
討
中
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

な
お
、
図
書
館
で
は
、
持
ち
込
ん

だ
個
人
の
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環

境︵
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
︶を
整
備
し

て
お
り
ま
す
。

㉄
生
涯
学
習
課　

図
書
歴
史
情
報
館

係　

☎（
23
）７
８
５
５

皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

町
民
意
見
箱
「
ご
意
見
箱
」
は
、

役
場
庁
舎
、
カ
メ
リ
ー
ナ
、
学
び
い

な
、
和
み
い
な
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
皆

意
見
箱

税
　
金

前後公町長から辞令を受ける戸田委員

農
業
委
員
会

道の駅完成イメージ図（今後変更となる可能性
があります）

いなわしろタウンページ まちのお知らせ
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・
年
式　

平
成
３
年
１
月

・
車
両
総
重
量　

１
１
１
０
㌔
㌘

・
走
行
距
離　

５
３
８
９
㌔
㍍

・
車
検　

な
し

※
マ
ー
ク
や
団
名
表
示
の
削
除
、
名

義
変
更
、
赤
色
灯
お
よ
び
サ
イ
レ
ン

の
取
り
外
し
は
落
札
者
負
担
。

※
公
売
に
参
加
す
る
場
合
は
、
必
ず

現
車
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
公
売
方
法

　

最
高
入
札
額
者
と
売
買
契
約
を
締

結
し
、
代
金
入
金
確
認
後
に
受
け
渡

し
。
な
お
、
入
札
金
額
は
税
別
と
し

ま
す
。

▼
展
示
場
所　

役
場
北
側
駐
車
場

※
役
場
開
庁
時
間
内
で
あ
れ
ば
随
時

受
け
付
け
ま
す
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
写
真
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
期
間

５
月
29
日︵
金
︶ま
で

▼
入
札
申
し
込
み
な
ど

　

所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
５
月
29

日︵
金
︶ま
で
に
総
務
課
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参
、
郵
送︵
必
着
︶

で
受
け
付
け
ま
す
。

※
所
定
の
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
入
札
日
時　

６
月
３
日︵
水
︶

午
後
３
時

▼
入
札
場
所　

町
役
場
３
階　

正
庁

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎︵
62
︶２
１
１
１

▼
試
験
の
方
法

︻
一
次
試
験
︼

○
期
日　

７
月
26
日︵
日
︶

○
場
所

︿
行
政
職
・
土
木
職
﹀

県
立
福
島
工
業
高
等
学
校︵
福
島
市

森
合
字
小
松
原
１
番
地
︶

︿
保
健
師
職
・
幼
児
保
育
教
育
職
﹀

杉
妻
会
館︵
福
島
市
杉
妻
町
３
番
45

号
︶

○
内
容
　

・
行
政
職　

大
学
卒
程
度
の
教
養
試

験
と
行
政
の
専
門
試
験

・
土
木
職　

大
学
卒
程
度
の
教
養
試

験
と
土
木
の
専
門
試
験

・
保
健
師
職　

短
大
卒
程
度
の
教
養

試
験
と
保
健
師
の
専
門
試
験

・
幼
児
保
育
教
育
職　

短
大
卒
程
度

の
教
養
試
験
と
幼
稚
園
教
諭
の
専
門

試
験

※
全
職
種
で
事
務
適
性
検
査
・
一
般

性
格
診
断
検
査
・
職
場
適
応
性
検
査

が
あ
り
ま
す
。

︻
二
次
試
験
︼

　
一
次
試
験
の
合
格
者
に
個
別
面

接
・
小
論
文
な
ど
に
よ
る
試
験
を
行

い
ま
す
。

▼
受
験
申
込
用
紙
お
よ
び
募
集
要
領

の
交
付

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
申
込
用
紙
を
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト︵
Ｂ
４
サ
イ
ズ
︶し
て
い
た

だ
く
か
、
総
務
課
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

　

郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
封
筒
の

果
的
で
す
。

▼
マ
イ
マ
イ
ガ
の
生
態

　

マ
イ
マ
イ
ガ
は
ド
ク
ガ
科
の
ガ
で
、

５
月
頃
に
ふ
化
し
、
幼
虫
は
山
林
や

街
路
樹
、
庭
木
の
葉
に
食
害
を
与
え

７
月
下
旬
か
ら
８
月
に
か
け
て
成
虫

に
な
り
ま
す
。
成
虫
は
、
水
銀
灯
の

照
明
や
白
っ
ぽ
い
外
壁
を
好
み
、
そ

の
付
近
に
卵
を
産
み
付
け
ま
す
。

▼
幼
虫
の
対
策

　

ふ
化
し
て
か
ら

10
ミ
リ
以
下
の
幼

虫
時
は
、
市
販
の

殺
虫
剤
で
処
理
で

き
ま
す
。
大
き
く

な
っ
た
幼
虫
に
は
効
き
に
く
い
の
で
、

水
と
洗
剤
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
に

捕
ま
え
た
幼
虫
を
入
れ
処
分
し
ま
す
。

　

集
め
た
幼
虫
は
、
袋
に
入
れ
て
燃

え
る
ゴ
ミ
と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
毛
が
刺
さ
っ
て
か
ぶ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
幼
虫
を

直
接
触
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い︵
火
ば
さ
み
、
ビ
ニ
ー
ル
手

袋
な
ど
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
︶。

▼
成
虫
の
対
策

　

成
虫
に
は
殺
虫
剤
の
効
果
が
あ
ま

り
期
待
で
き
な
い
た
め
、
明
か
り
を

消
し
た
り
、
バ
リ
ア
効
果
の
あ
る
殺

虫
剤
な
ど
を
窓
や
壁
に
吹
き
付
け
た

り
し
て
マ
イ
マ
イ
ガ
を
寄
せ
付
け
な

表
に
「
行
政
職（
ま
た
は
土
木
職
・

保
健
師
職
・
幼
児
保
育
教
育
職
）試

験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
先
明

記
の
封
筒︵
角
型
２
号
︶を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
宛
先

〒
９
６
９
｜
３
１
２
３　

猪
苗
代
町
字
城
南
１
０
０

猪
苗
代
町
総
務
課

▼
受
付
期
間

　

５
月
28
日︵
木
︶か
ら
６
月
26
日

︵
金
︶ま
で
に
総
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
、
６
月

24
日︵
水
︶の
消
印
ま
で
を
有
効
と

し
ま
す
。

▼
受
験
申
込
な
ど
の
詳
細

　

受
験
申
込
や
試
験
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

マ
イ
マ
イ
ガ

大
量
発
生
防
止
対
策

　

昨
年
、
町
内
に
お
い
て
大
量
に
マ

イ
マ
イ
ガ
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
と

し
も
大
量
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
大
量
発
生
を
防
ぐ
に
は
、
卵
や

幼
虫
の
う
ち
に
駆
除
す
る
こ
と
が
効

い
よ
う
に
し
ま
す
。
外
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

電
球
な
ど
に
す
る
の
も
有
効
で
す
。

▼
卵
の
対
策

　

壁
な
ど
に
産

み
付
け
ら
れ
た

卵
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
半
分

に
切
っ
た
も
の

な
ど
で
は
が
し

て
取
り
除
き
ま
す
。

　

取
り
除
い
た
卵
は
、
袋
に
入
れ
て

し
っ
か
り
し
ば
り
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と

し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

作
業
の
際
は
、
卵
を
覆
っ
て
い
る

毛
が
舞
い
上
が
り
、
吸
い
込
ん
だ
り

目
に
入
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
マ
ス
ク
や
ゴ
ー
グ
ル
、
手
袋
を

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課　

農
林
整
備
係

☎︵
62
︶２
１
１
６　

ま
た
は

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎︵
62
︶２
１
１
４

マ
イ
ホ
ー
ム
を
守
る

耐
震
診
断
に
伺
い
ま
す

　

町
は
、
町
内
の
木
造
住
宅︵
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

も
の
︶に
つ
い
て
建
築
士
な
ど
の
専

門
家
を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
自
己
負
担
額
は

６
０
０
０
円
で
す
。

▼
募
集
件
数　

１
件

▼
応
募
締
切
日　

11
月
30
日︵
月
︶

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎︵
62
︶２
１
１
８

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

の
経
費
を
補
助
し
ま
す

　

町
は
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
基
準

を
満
た
さ
な
い
木
造
住
宅
の
耐
震
改

修
工
事
を
実
施
す
る
町
民
に
対
し
て
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
は
、
町

内
に
あ
り
、
次
の
要
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
住
宅
で
す
。

①
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅
ま

た
は
併
用
住
宅︵
住
宅
と
し
て
使
う

部
分
の
床
面
積
が
延
べ
面
積
の
２
分

の
１
以
上
の
も
の
︶

②
工
事
の
着
手
が
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
で
、
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統

的
工
法
、
枠
組
壁
工
法
な
ど
に
よ
る

木
造
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

③
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
等
促
進
事

業
実
施
要
綱
に
基
づ
き
耐
震
診
断
を

実
施
し
た
結
果
、
基
準
を
満
た
さ
な

い
も
の

④
補
助
金
の
交
付
決
定
年
度
内
に
耐

震
改
修
工
事
が
完
了
す
る
も
の

⑤
過
去
に
県
、
町
か
ら
耐
震
改
修
工

事
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

※
工
事
終
了
後
、
耐
震
性
能
を
証
明

す
る
書
類
の
写
し
な
ど
を
町
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎︵
62
︶２
１
１
８

猪
苗
代
町
長
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

６
月
21
日
執
行
予
定
の
猪
苗
代
町

長
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を

左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
21
日︵
木
︶

　
　
　
　

午
前
10
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

正
庁

▼
出
席
人
数　

立
候
補
予
定
者
も
し

く
は
そ
の
代
理
人
３
人
以
内

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
選
挙
管
理
委
員
会

☎︵
62
︶２
１
１
１

小
型
積
載
車

　

町
の
公
用
車

を
公
売
し
ま
す
。

車
種
お
よ
び
公
売

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
公
売
車
両

特
殊
車
両︵
小
型
積
載
車
︶

※
車
両
の
み
の
公
売
と
な
り
ま
す
。

・
台
数　

１
台

平
成
28
年
度
採
用

町
職
員
候
補
者

　

平
成
28
年
度
採
用
の
町
職
員
候
補

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種
・
採
用
予
定
人
数

○
行
政
職︵
一
般
事
務
︶
　

大
卒
程
度

○
土
木
職　

大
卒
程
度

○
保
健
師
職　

短
大
卒
程
度

○
幼
児
保
育
教
育
職　

短
大
卒
程
度

※
採
用
予
定
人
数
は
、
い
ず
れ
の
職

種
も
若
干
名

▼
受
験
資
格

○
行
政
職
・
土
木
職
　
昭
和
61
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者（
学
歴
は
問
い
ま

せ
ん
）

○
保
健
師
職
　
昭
和
61
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
保
健
師
お
よ
び
看
護

師
の
両
方
の
資
格
・
免
許
を
有
す
る

者
ま
た
は
平
成
28
年
４
月
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
者（
学
歴
は
問
い
ま
せ

ん
）

○
幼
児
保
育
教
育
職
　
昭
和
61
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
保
育
士
お
よ

び
幼
稚
園
教
諭
の
両
方
の
資
格
・
免

許
を
有
す
る
者
ま
た
は
平
成
28
年
３

月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者（
学
歴

は
問
い
ま
せ
ん
）

募
　
集

生
　
活

公
　
売

小
型
積
載
車

車
種
お
よ
び
公
売

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

選
　
挙

▲外 壁 に 卵
（写真下）を

産 み 付 け る
成虫の様子

いなわしろタウンページ まちのお知らせ
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Ｊ
Ｒ
な
ど
︶の
仕
事
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　

定
例
相
談
は
毎
月
１
回
、
第
３
水

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
行
政
相
談
委
員

▼
開
催
日
時

　

５
月
27
日︵
水
︶、
６
月
17
日︵
水
︶

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

※
５
月
の
開
催
日
が
20
日
か
ら
27
日

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎︵
62
︶２
１
１
１

相
談
ご
と
お
聞
き
し
ま
す

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
こ
れ
を
記
念

し
て
法
務
省
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
に
積
極
的
な
啓
発
活
動
が
各
地
で

行
わ
れ
ま
す
。

・
第
20
号
「
猪
苗
代
町
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
事
業
実
施
要
綱
の
一
部
を

改
正
す
る
要
綱
」︵
保
健
福
祉
課
社

会
福
祉
係
︶

・
第
21
号
「
猪
苗
代
町
妊
婦
健
康
診

査
実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要

綱
」︵
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
︶

・
第
22
号
「
猪
苗
代
町
児
童
手
当
事

務
取
扱
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要

綱
」︵
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
︶

・
第
23
号
「
猪
苗
代
町
乳
幼
児
家
庭

全
戸
訪
問
事
業
実
施
要
綱
の
一
部
を

改
正
す
る
要
綱
」︵
保
健
福
祉
課
健

康
づ
く
り
係
︶

・
第
24
号
「
猪
苗
代
町
養
育
支
援
訪

問
事
業
実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す

る
要
綱
」︵
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
︶

・
第
25
号
「
猪
苗
代
町
風
し
ん
ワ
ク

チ
ン
接
種
及
び
抗
体
検
査
助
成
事
業

実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要

綱
」︵
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
︶

・
第
26
号
「
分
任
出
納
員
の
告
示
」

︵
総
務
課
行
政
管
理
係
︶

　

町
で
も
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
・
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
差
別
、
い
じ
め
、

嫌
が
ら
せ
な
ど
、
人
権
問
題
で
お
困

り
の
人
は
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

６
月
５
日︵
金
︶

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎︵
62
︶２
１
１
１

告　

示

・
第
16
号
「
公
共
下
水
道
及
び
特
定

環
境
保
全
公
共
下
水
道
の
供
用
開
始

告
示
に
つ
い
て
」︵
上
下
水
道
課
下

水
道
係
︶

・
第
17
号
「
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
使
用
管

理
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
」

︵
総
務
課
行
政
管
理
係
︶

・
第
18
号
「
猪
苗
代
町
虐
待
防
止
等

地
域
協
議
会
設
置
要
綱
の
一
部
を
改

正
す
る
要
綱
」︵
保
健
福
祉
課
社
会

福
祉
係
︶

・
第
19
号
「
猪
苗
代
町
障
害
者
自
立

支
援
協
議
会
設
置
要
綱
の
一
部
を
改

正
す
る
要
綱
」︵
保
健
福
祉
課
社
会

福
祉
係
︶

・
第
27
号
「
水
道
事
業
現
金
取
扱
員

領
収
印
廃
止
の
告
示
」︵
上
下
水
道

課
水
道
管
理
係
︶

・
第
28
号
「
水
道
事
業
現
金
取
扱
員

領
収
印
新
調
の
告
示
」︵
上
下
水
道

課
水
道
管
理
係
︶

・
第
29
号
「
平
成
26
年
度
固
定
資
産

税
督
促
状
の
公
示
送
達
に
つ
い
て
」

︵
税
務
課
収
納
係
︶

・
第
30
号
「
平
成
26
年
度
町
県
民
税

督
促
状
の
公
示
送
達
に
つ
い
て
」︵
税

務
課
収
納
係
︶

・
第
31
号
「
地
縁
に
よ
る
団
体
の
告

示
事
項
変
更
︵
代
表
者
変
更
︶」︵
総

務
課
行
政
管
理
係
︶

・
第
32
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
再
交
付
に
係
る
無
効
告
示
」︵
町

民
生
活
課
国
保
年
金
係
︶

公　

告

・
第
12
号
「
平
成
27
年
度
下
水
道
事

業
受
益
者
負
担
金
の
賦
課
区
域
公
告

に
つ
い
て
」︵
上
下
水
道
課
下
水
道

係
︶

・
第
13
号
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
す
べ
き
固
定
資
産
の
す
べ
て
を

登
録
し
た
件
」︵
税
務
課
収
納
係
︶

・
第
14
号
「
平
成
27
年
度
猪
苗
代
町

定
期
予
防
接
種
公
告
」︵
保
健
福
祉

課
健
康
づ
く
り
係
︶

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
︑
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６
月
議
会
が
始
ま
り
ま
す

傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　

町
議
会
の
本
会
議
は
一
般
に
公
開

さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
議
場
は
町
役

場
３
階
で
す
。
傍
聴
す
る
人
は
、
傍

聴
席
入
口
に
あ
る
受
付
簿
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
入
場
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
議
事
を
妨
害
す
る
恐
れ
の

あ
る
人
は
入
場
で
き
な
い
な
ど
、
傍

聴
の
際
に
は
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
、
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
開
会
予
定
日　

６
月
１
日︵
月
︶

※
一
般
質
問
は
４
日︵
木
︶、
５
日

︵
金
︶の
予
定
で
す
。　

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局　

議
事
係　

☎︵
62
︶５
６
６
６

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
が
役
所︵
国
、
県
、

市
町
村
︶
や
特
殊
法
人︵
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

議
　
会

相
　
談

車種区分
税額（年額）

現行 28 年度～

原動機付自転車

50cc 以下 1,000 円 2,000 円
50cc 超～ 90cc 以下 1,200 円 2,000 円

90cc 超～ 125cc 以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

軽二輪車（125cc 超～ 250cc 以下） 2,400 円 3,600 円
小型二輪車（250cc 超） 4,000 円 6,000 円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600 円 2,400 円

その他 4,700 円 5,900 円
雪上走行用 2,400 円 3,600 円

車種区分

税額（年額）

改正前
改正後

① 27 年 ３ 月 31 日 以
前に新車新規登録し
たもの（改正前と同額）

② 27 年４月１日以後
に新車新規登録した
もの（※）

③新車新規登録から
13 年を経過したもの

（28 年度～）
三輪 3,100 円 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪以上
乗用

営業用 5,500 円 5,500 円 6,900 円 8,200 円
自家用 7,200 円 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物
営業用 3,000 円 3,000 円 3,800 円 4,500 円
自家用 4,000 円 4,000 円 5,000 円 6,000 円

【表２】三輪および四輪以上の軽自動車の税額（新車新規登録日によって税額が変わります）

【表１】原動機付自転車・二輪車などの税額

車種区分
税額（年額）

基準額 ① ② ③
三輪   3,900 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四輪以上
乗用

営業用   6,900 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円
自家用 10,800 円 2,700 円 5,400 円 8,100 円

貨物
営業用   3,800 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円
自家用   5,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円

　平成 26 年度税制改正により、軽自動車税の税額
が引き上げられることについて、昨年 11 月号の広
報でお知らせしましたが、原動機付自転車、二輪車
などについては１年延長され、平成 28 年度から変
更されることになりました（表１のとおり）。
　三輪および四輪以上の軽自動車については、平成
27 年４月１日以後に最初の新規検査（新車新規登
録）が行われた車両のみ、平成 27 年度から軽自動
車税の新税率が適用されます（表２のとおり）。

①電気自動車、天然ガス自動車（平成 21 年排出ガ
ス基準　10％低減認定車）
②平成 17 年排出ガス基準　75％低減認定車で、かつ、

（乗用）平成 32 年度燃費基準 +20％達成車
（貨物用）平成 27 年度燃費基準 +35％達成車

③平成 17 年排出ガス基準　75％低減認定車で、かつ、
（乗用）平成 32 年度燃費基準達成車
（貨物用）平成 27 年度燃費基準 +15％達成車

平成 28 年度に限り、排出ガス性能や燃費性能に優れた環境負荷の小さ
い軽自動車の税率が低くなる、グリーン化特例制度が設けられます。

環境に配慮した軽自動車の
税率を軽減（28 年度のみ）

軽自動車税の税率が変わります
税額の引き上げが１年延長に

宮澤　重正さん

☎（66）3995
（下舘）

掲
示
板

「便検診からわかる大腸がん」
　　　　　（がん検診講演会）

●日時　６月３日（水）
　午後３時～午後４時 30 分
●場所　学びいな
詳しい内容は、別紙のチラシを
ご覧ください。
㉄保健福祉課　健康づくり係
　☎（62）2115

※軽自動車税は、毎年４月１日現在、所有者として登録されている人にかかります。
　平成 27 年４月２日以後に新車新規登録した車両は、平成 27 年度の軽自動車税はかかりません。

いなわしろタウンページ まちのお知らせ
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お悔やみ申し上げます

（３月 15 日～４月 14 日受付分※敬称略）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

一ノ瀬俊一 90 俊一 桜ケ丘

鈴木　　哲 80 哲 見禰山

五十嵐チヱ 90 チヱ 神明町

春日　敬介 81 敬介 桜ケ丘

渡部ヤス子 91 ヤス子 下舘

遠藤　五郎 93 教夫 市沢

土屋　英明 80 英明 千代田

吉田　勝輝 75 勝輝 猪苗代行政区外

山田　兵平 88 兵平 百目貫

鈴木　金政 93 金政 中の沢

桑原　利男 85 利男 新屋敷

遠藤　義雄 79 義雄 名家

一ノ瀬喜八 87 喜八 名家

岩淵ハナ子 98 朋光 神明町

渡部　武夫 66 武夫 西舘

磯川彌五四郎 88 彌五四郎 下舘

野口　　孝 82 孝 千代田

薄　　長平 92 長平 下舘

安部　六郎 87 六郎 桜ケ丘

分以降のもの）　１通
・森林簿交付（一部証明）申請書
１通（※管轄する森林組合で準備す
る予定）　
・請求者情報に関する同意書　１通
㉄東京電力　福島原子力補償相談室
☎ 0120（926）596

　   ６月７日～ 13 日は
　   危険物安全週間です

   「無事故へと　気持ち集中
     はっけよい」
●ガソリンは原則ポリ容器では保管
できません！
　ポリ容器は、静電気により引火す
る恐れがありますので、適正な金属
容器で保管してください。
●危険物の運搬にはご注意を！
　こぼれないように栓は確実に閉
め、倒れないようにしっかりとロー
プなどで固定してください。
●保管する量は最小限に！
　一定数量以上を保管すると、消防
署に届け出などが必要になります。
●給油の際はエンジン停止。タバコ
などの火気は厳禁！
　直接火が触れなくても引火し、火
災となることがあります。
㉄猪苗代消防署　☎（62）4433

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

町の人口

 27 年４月 1 日現在の現住人口
　   人　口　　　14,856 人
　　世帯数　　　  5,029 戸
　　出生　07 人　  転入  090 人
　　死亡　20 人  　転出  145 人

   今月の納期
（納期限６月１日）

●軽自動車税
 　　　　　　　

●上下水道使用料
                        ５月分

●訓練期間　７月１日（水）～平成
28 年１月 29 日（金）
㉄会津職業能力開発促進センター
　訓練課　☎（26）0520

　 原発事故に伴う森林の
　 賠償が始まります

　東京電力福島第一原子力発電所事
故に伴う「森林の賠償」が始まりま
す。この賠償は、事故により出荷制
限されている「しいたけ原木」とし
て利用される「広葉樹」を対象とし
ていますが、次の条件をすべて満た
す場合は針葉樹も含め、所有されて
いる森林すべてが賠償の対象となり
ます。
※受付開始時期は 6 月以降の予定
です。
●条件
・平成 23 年 3 月 11 日（事故発生日）
時点で森林を所有されていた方
・所有されている森林に１筆以上広
葉樹林があること
・平成 23 年 3 月 11 日時点で、そ
の広葉樹が 20 年生以下であること
※ただし、森林簿上で 50 年生以下
の記載があればよい。
●準備書類
・固定資産課税明細書（平成 22 年

　国家公務員採用一般職
　試験（高卒者）を実施

　人事院では、国家公務員採用一般
職試験（高卒者試験）を実施します。
●受付期間
・インターネット　６月 22 日（月）
～７月１日（水）【受信有効】
・郵送または持参　６月 22 日（月）
～６月 24 日（木）
●第１次試験　９月６日（日）
　申し込み方法や受験資格などの詳
しい内容については、人事院ホーム
ページをご覧になるか、下記にお問
い合わせください。
㉄人事院東北事務局　第二課
　試験係　☎ 022（221）2022
　http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

　税務のスペシャリスト
　税務職員を募集します
　
　仙台国税局では、税務のスペシャ
リストとして活躍する、バイタリ
ティーあふれる税務職員を募集して
います。
●受験資格
①４月１日現在、高等学校または中
等教育学校を卒業後３年を経過して
いない人および平成 28 年３月まで
に高等学校または中等教育学校を卒
業見込みの人
②人事院が①と同等の資格があると
認める人
●受付期間　６月下旬

●申し込み方法
　受験の申し込みは、原則としてイ
ンターネットで行ってください。
http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

　郵送または持参用受験申込書の請
求は、下記または最寄りの税務署に
お願いします。
●第１次試験　９月上旬
㉄仙台国税局人事第二課試験研修係
　☎ 022（263）1111　内線 3236
　人事院東北事務局
　☎ 022（221）2022

　 就職に向けて技能習得
　 職業訓練の受講生募集

　会津職業能力開発促進センターで
は、下記のとおり職業訓練生を募集
します。
　どちらの科も対象者は公共職業安
定所に求職登録されている方で、職
業訓練の受講が望ましいと判断され
た方です（受講料は無料）。

【住宅リフォーム技術科】
● 募 集 訓 練 科 名　 建 築 Ｃ Ａ Ｄ リ
フォーム技術コース
●募集定員　18 名
●募集期間　５月 18 日（月）～
6 月 12 日（金）
●選考日　６月 16 日（火）
●訓練期間　７月１日（水）～
12 月 25 日（金）

【機械加工技術科】
●募集訓練科名　機械加工技術科
●募集定員　６名
●募集期間　５月 18 日（月）～
６月 12 日（金）
●選考日　６月 16 日（火）
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猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 27 年３月 31 日現在）

１　犯罪発生状況

◎なりすまし詐欺に注意！家族や警察官、銀行協会職
員などを装い、お金をだまし取る詐欺が増えています。
話の中で、お金の手渡し・振り込みの指示があったと
きは、すぐに家族や知人か警察（110 番）に相談して
ください。

◎暖かくなり、居眠り運転の起こりやすい季節になり
ました。適度に休憩をとり、安全運転を心掛けましょ
う。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 27 年 平成 26 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 17 7 10 142.9
磐 　 梯 　 町 4 1 3 300.0
裏 　 磐 　 梯 6 1 5 500.0

　　　計 27 9 18 200.0

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
27 年 26 年 27 年 26 年 27 年 26 年

窃盗犯計 15 5 3 1 6 1
空き巣
金庫破り
事務所荒らし
出店荒らし 2
倉庫荒らし 2
侵入盗その他 6 2
置引き 2
車上ねらい 1 3 1
部品ねらい 1
脱衣場ねらい
自販機ねらい
万引き 2 1
職場ねらい
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 3 1
非侵入盗その他 3 1
自動車盗
オートバイ盗
自転車盗
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 2 1
詐欺・横領 1

遺失物等横領
器物損壊 1

その他の刑法犯
総　計 17 7 4 1 6 1
増　減 10 3 5

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 17 31 4 4 2 1
増　　減 -14 0 1

毎月第２、第４週の火曜日、午後７時まで
窓口業務の時間を延長しています編

集
後
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町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎月
第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税証明
発行などの窓口業務の時間を延長しています。

【５、６月の実施日】５月 19 日、６月９日、６月 23 日
㉄総務課　行政管理係　☎（62）2111

　事業所得等がある全ての住民税および所得税の白色申告者について、
平成 26 年１月から帳簿の記帳および保存が義務付けられました。
　町では、会津若松税務署と共同で、新たに記帳を行う方や記帳の仕方
が分からない方のために、記帳・帳簿保存制度や記帳の仕方の説明会を
実施します。
●日時　５月 28 日（木）　午後２時～午後３時 30 分
●場所　町役場３階　正庁

【所得税に関する問い合わせ先】会津若松税務署　☎（27）4311（代表）
【住民税に関する問い合わせ先】税務課　賦課係　☎（62）2113（直通）

消　　防

事業所得等がある方への
記帳・帳簿保存制度の説明会を実施

※

※５月から窓口業務延長の実施日が変更となりましたので、
ご注意ください。

損害賠償

暮らしの情報広場



Our  Museum

「カラフルなたい」

水の中で元気に泳ぐたいを、
いろいろな色を使って版画に
しました。難しかったのは、
たいの背びれやうろこを丸い
形に削るところです。工夫し
たのは色使いです。とてもカ
ラフルに仕上がりました。

みんなの美術館
５月は猪苗代小学校のお友達の作品です
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■一口メモ■
　牛乳などの乳製品を少量加えることで料理にコクが出て、少ない調味料でもおいしく食べることがで
きます。また、牛乳にはカルシウムが多く含まれるため、骨粗しょう症予防にもつながります。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 215

【材料】４人分
ゴボウ  2/3 本・ニンジン  1/2 本・赤唐辛子  １本・鶏
ひき肉  50㌘・サラダ油  小さじ２・牛乳  １カップ・しょ
うゆ  小さじ２・砂糖  小さじ２

【作り方】
① ゴボウとニンジンは千切りにし、種を取った赤唐
辛子は小口切りにする。
② サラダ油と赤唐辛子を熱したフライパンに鶏ひき
肉、ゴボウ、ニンジンを加えて炒める。
③ 火が通ったら牛乳、しょうゆ、砂糖を加え弱火に
する。汁気がなくなったら火を止めて器に盛って出来
上がり。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 109㌔㌍、塩分 0.5㌘

ゴボウとニンジンの
ミルクきんぴら

（高血圧予防メニュー）

「自転車に乗ってうちゅう
の世界へ」

憧れの宇宙の世界を描きました。地球
は地図を見ながら、緑や青の濃さを場
所によって変えて、丁寧に描きました。
透明感を出した自転車のライトの光や
天の川が特に気に入っています。

佐藤　晴
は る

人
と

さん（５年）

佐藤　愛
え

実
み

さん（５年）


